
平成30年度 厚生労働省 老人保健健康増進等事業

「若年性認知症を含む認知症の方の就労、社会参加等の
支援のあり方調査研究事業」

日時：2019年3月１日（金） 13:30～17:00
会場：TKPガーデンシティPREMIUM広島駅前（広島駅徒歩2分）

事業報告会開催のお知らせ

入場無料
事前登録制

【お申し込み方法】：
※ご所属、氏名、電話番号をご記入の上、以下までお申し込み
ください（定員150名）

・e-mail：h30ninchisho＠mizuho-ir.co.jp（即日使用可能）

・みずほ情報総研株式会社ウェブサイト（2月中旬より）
https://www.mizuho-ir.co.jp/seminar/info/2019
/ninchisho0301.html

開催趣旨

● 本事業報告会は、若年性認知症をはじめとする認知症の人の就労、社会参加を実
現していくために、必要な支援、地域共生社会のあり方について情報交換、共有
することを目的に開催します。

● 本事業は、平成30年度厚生労働省 老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康
増進等事業分）の一環として、みずほ情報総研株式会社が、中国四国厚生局の協
力を得て、管内の自治体を対象に、認知症の人の就労、社会参加に関する支援に
関するアンケート調査、当事者のご意見、先進的取組について調査研究を行って
きたものです。

● これらの結果を当事者、ご家族等、管内自治体および支援事業者等と共有化し、
今後の事業展開を進めていくための一助とすることを目指しています。

【主催・問合せ】 みずほ情報総研株式会社 社会政策コンサルティング部（担当 ：山本・齊堂・嘉藤）
電話 :  03（5281）5277 ／FAX：03（5281）5443

【協 力】 厚生労働省中国四国厚生局 岡山労働局

プログラム ※一部変更がある場合もございます

参加対象

開会挨拶・趣旨説明 （13:30～） 県立広島大学保健福祉学部 教授 西田征治 氏

【第１部】 事業報告・事例紹介

・当事者からの提案
・事例紹介①：一般社団法人SPSラボ若年認知症サポートセンターきずなや
・事例紹介②：きつね倶楽部（広島市認知症地域支援推進員）

【第２部】講演 （14:40～）

「若年性認知症を含む認知症の人の支援 ～地域共生社会の実現に向けて～」（仮）
蒲原 基道 氏（前厚生労働事務次官）

【第３部】パネルディスカッション（15:30～）
・アンケート調査結果概要
・認知症の方の就労、社会参加等の支援の在り方、今後の展開に向けて
※コーディネータ：中国新聞社会文化部デスク 平井 敦子 氏
【終了後】 ※別室で情報交換会、名刺交換会がございます。

：当事者、家族等、自治体職員、地域包括支援センター職員、
社会福祉協議会、支援事業者 等 各位


